
明
治
二
十
一
年
以
降
の
熊
野
町
の
戸
数
、
人
口
の
変
化
を
み
る
と
、
明
治
二
十
八
年
ま
で
に
、
戸
数
は
一
一
三
」
ハ
戸
か
ら
一
二
二
 
 

七
戸
へ
と
、
約
一
八
〇
戸
あ
ま
り
増
加
し
、
人
口
は
五
八
四
〇
人
か
ら
六
二
二
六
人
へ
と
約
三
八
〇
人
増
加
し
て
い
る
。
次
い
で
明
 
 

治
三
十
年
代
ほ
、
戸
数
は
逆
竺
一
九
〇
戸
と
減
少
し
、
．
人
口
は
逝
に
六
七
〇
〇
人
と
僅
か
で
ほ
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
 
 

明
治
二
十
年
代
が
本
籍
人
口
で
、
明
治
三
十
年
代
が
現
住
人
口
で
あ
る
た
め
の
相
違
か
も
知
れ
な
い
。
一
戸
当
た
り
の
家
族
数
が
増
 
 

加
し
た
こ
と
は
、
出
生
数
の
増
加
に
よ
り
、
子
供
の
数
が
増
加
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

さ
ら
に
、
明
治
四
十
年
代
に
入
る
と
、
戸
数
は
再
び
増
加
し
、
明
治
二
十
年
代
の
戸
数
に
戻
る
が
、
人
口
は
逆
に
減
少
し
て
お
 
 

り
、
生
産
年
令
人
口
に
達
し
た
人
々
が
、
広
島
や
東
京
、
大
阪
な
ど
都
市
部
へ
職
を
求
め
て
転
出
し
て
い
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
 
 
 

大
正
一
桁
の
年
代
で
は
、
一
桁
の
終
り
に
な
っ
て
戸
数
が
一
四
八
三
と
、
か
な
り
増
加
し
て
い
る
が
、
人
口
は
そ
れ
は
ど
増
加
せ
 
 

ず
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
で
は
逆
に
減
少
し
て
い
る
。
 
 
 

人
口
の
変
遷
 
 

第
五
茸
 
近
 
 
 
代
 
 

第
五
節
 
人
 
 

熊
野
町
の
人
口
ほ
、
衰
5
－
5
－
1
に
も
あ
る
よ
う
に
、
文
化
年
間
に
は
戸
数
九
五
二
、
人
口
三
九
三
六
人
で
あ
 
 

っ
た
。
こ
れ
が
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
な
る
と
、
戸
数
一
二
四
五
、
人
口
六
五
二
二
人
と
な
っ
た
。
 
 

一
人
口
の
推
移
 
 口
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（
大
正
九
年
以
降
各
年
と
も
十
月
一
日
現
在
）
 
 

大
正
九
年
以
降
は
、
五
年
ご
と
の
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
ま
で
、
人
口
数
ほ
緩
慢
な
伸
び
 
 

で
、
七
七
四
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

男
女
別
人
口
で
は
、
太
平
洋
戦
争
の
激
化
を
反
映
し
て
か
、
男
性
人
口
三
七
二
二
人
に
対
し
て
、
女
性
人
口
四
〇
二
二
人
と
、
女
 
 

性
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
総
人
口
九
三
五
五
人
と
、
多
く
の
帰
町
老
を
か
か
え
て
、
人
 
 

口
が
増
加
し
て
い
る
。
 
 

あ
り
、
衰
5
－
5
－
4
以
下
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
数
値
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
衰
5
－
5
－
3
で
ほ
大
正
 
 

九
年
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、
蓑
5
⊆
5
4
に
よ
っ
て
、
明
治
四
十
一
年
〓
九
〇
八
）
頃
の
熊
野
町
の
安
芸
郡
下
に
お
け
る
人
口
 
 

口
 
 

第
五
節
 
人
 
 

他
町
村
と
の
比
較
 
 

文
化
一
二
 
 

明
治
二
一
 
 

大
正
 
九
 
 

〃
 
一
四
 
 

昭
和
 
五
 
 

昭
和
一
〇
 
 

〃
 
一
五
 
 

〃
 
二
二
 
 

蓑
5
－
5
－
1
 
熊
野
町
の
人
口
推
移
 
 

西
 
 
暦
 
 

一
八
一
五
 
 

一
八
八
八
 
 

一
九
二
〇
 
 

一
九
二
五
 
 

一
九
三
〇
 
 

一
九
三
五
 
 

一
九
四
〇
 
 

一
九
四
七
 
 
 

t
一
｛
 
次
に
、
安
芸
郡
下
の
他
町
村
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
衰
5
5
3
は
、
凡
そ
の
概
数
を
比
較
し
た
も
の
で
 
 

九
五
二
 
 

一
、
二
四
五
 
 

九セセ六六六六三   

三七五九八五五九  
五 四 一一 四 六 二三  
五四○一一○二六  

芸
藩
通
話
に
よ
る
 
 

広
島
県
史
に
よ
る
 
 

国
勢
調
査
 
（
第
l
回
）
 
に
よ
る
 
 

同
 
（
第
二
回
）
 
 

同
 
（
第
三
国
）
 
 

同
 
（
第
四
回
）
 
 

同
（
第
五
回
）
 
 

同
 
（
第
六
回
）
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表5－5¶2 熊野町の人口 明治期、大正期  

戸  数  男  女  計  備  考   

明治21年   1，136   3，005   2，835   5，840   

22年   1，135   3，09D   2，885   5，975   

27年   1，295   3，251   3，004   本籍人口                    6，255   

28年   1，317   3，246   2，980   6，226  〝   

30年   1，332   3，280  3，020  6，300   ／′   

33年   1，200  6，570  現住人口   

34年   1，250  6，590   J′   

35年   1，262  6，711   J′   

38年   1，162  6，751  〝   
39年   1，194  ／′   

40年   1，190  7，140  ／′   

41年   1，206  3，570  3，327  6，897   〝   
42年   1，220   2，933   3，115   6，048   〝   
43年   1，284   2，886   3，070   5，956   ／′   

44年   1，275   2，819   3，075   5，894   〝   
大正元年   1，286   2，832   3，089   5，921   ／′   

2年   1，266   3，420   3，356   6，776   ／′   

3年   1，282   3，457  3，362  6，819   J′   

4年   1，280  6，904   〝   
5年   1，295  7，010   〝   
6年   1，291  7，102   〝   
7年   1，324  7，237   ′′   

9年   1，483  3，109  3，451  
国勢調査の戸数  

6，560   は世帯数   

14年   1，580  3，265   3，576   6，841   〝   
昭和5年  3，324   3，587   6，911   

10年  3，643   3，867   7，510   

15年  1，828  3，722   4，022   7，744  

22年  9，355   
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表5－5－3 熊野町近傍市町村の人口推移  

（単位1，000人）  

口
 
 

第
五
節
 
人
 
 

『広島県統計年鑑』昭和49年版による  
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弟
五
草
 
近
 
 
 
代
 
 
 

表
5
5
1
4
 
明
治
四
十
一
年
の
人
口
 
 

明
治
由
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
 
 
 



第
五
節
 
人
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大正5年人口  

第
五
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近
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表5－515  

第
五
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人
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表5－5－6 大正9年世帯及び人口国勢調査  

克巳  数  ☆対   普 通 世 帯  

市 町 村  人  口  田  人  口  ・一千  
世帯  世帯  ‖＝i勺  

に男  」＼＼  
仙【コ r巾1ト  

広 島  県  335－938  【′54l．9D5  775．080  766′825  ＝）l．08  332′746  l′492′」Z2  丁34′lg7  757，ヨ25  4，48   

広 島 市  34ノ616  【6【】．51D  83′334  了7′176  】07．98  34．D59  】45′263  70．94l  74．3Z2  4．27   

呉  市  28．313  130′362  73－767  56．595  130．34  27′864  114．772  58．6用  56′158  4．12   

尾 迂 市  6′【82  26－466  13．162  【3．30一‡  98．93  6′034  25′88  12′198  12′990  4」丁   

福 山 市  6，790  29．768  4．了34  15．034  98．OD  6′692  26′424  12ノ5【0  】3．914  3．95   

安 芸 郡  3D′Z36  135．11Z  66．449  68′663  96．78  30′067  133，145  64′648  68．497  4．43   

1牛田村  476  2．138  し040  l′098  94．72  473  2．【17  1．OZ2  】′095  4．48   
2戸坂村  265  l′183  574  609  94．25  265  l′183  574  609  4．46   

3中山村  25（）  1．】99  594  605  98．柑  250  l．199  594  605  4．80   
4矢賀村  183   882  432  450  96．00  183   882  432  450  4．82   

5温品村  256  し」30  549  5【！l  94．49  255  】′126  547  5了9  4．4Z   

6府中村  765  3′526  l．7D5  】．82l  93．63  764  3．5】3  l，70l  l．81Z  4．60   
7仁保村  2′807  lし988  5．464  6．524  83．75  2．80」  ll′887  5．38l  6′506  4．Z4   

8舘遁村  659  2：883  】．452  ′43】  lDl．47  655  2′866  l．437  【．429  4．38   

g海田市町  85  3′608  】′74l  F′867  g3，25  844  3－S88  1．725  し＄63  4．25   
10奥海出村  647  3′D15  ．488  し527  9了．45  646  3′009  ．486  l－523  4．66   

ユ1相賀村  293  l，486  736  750  98．】3  289  l′429  7D9  720  4．94   

12中野村  680  3．188  r′604  【′584  ＝コl．26  673  3′160  r．58D  し580  4．7（】   
13「て瀬野村  3【  l′396  7D□  696  lD（］．57  309  l′387  697  690  4．49   

14上瀬野村  Z70  l．190  605  585  】03．42  269  l′187  60Z  585  4．4l   
15熊野町  l，483  6．560  3′D9  3′45l  90．09  】．480  6′550  3′【05  3′445  4．43   

16本庄村  4D5  】．945  96Z  983  97．86  485  l′945  962  983  4．88   
17焼山村  327  】．507  770  737  04．48  327  】．5D7  77D  737  4．6l   

18矢野町  l．223  5．498  2′645  2．853  9Z．7l  1′22l  5′495  2′644  2．85【  4．50   

19坂 村  】．617  6．934  3′l【  3．823  8仁38  r．616  6′930  3′【0了  3′823  4．29   

20大屋村  335  」′55Z  754  798  94．49  334  l′548  750  798  4．63   

21吉浦町  l．660  7．65l  3′809  3．842  99．14  】．637  7′566  3．726  3′840  4．62   
22江田島村  2′574  13．945  7．386  6′559  12．6l  2．55（〕  【2．795  6，Z58  6．53了  5．02   

23警風雪町  2．了25  ‖∴12  6，60  4，952  24．39  2′688  】0．869  5′920  4′949  4．04   

24音戸町  2′672  1．453  5′589  5′864  95．3  2．656  】．39日  5．548  5′85」  4．2日   

25濾千島村  gO2  3′955  l′890  2′065  9l．53  gO2  3．955  ′89D  Z′065  4．38   

26倉橋島村  3′134  4′05l  6，759  7．2g2  92．69  3′l15  】3．963  6′689  7，2了4  4．48   
27下馴：引†  」′386  5．84D  2－8rO  3．D30  92．74  」′382  5．797  2′785  3′Or2  4．19   
28士別慄†i  l．08D  4．297  2′O  2，286  87．g7  」．D78  4′293  2′007  2′286  3．98   

佐 伯 郡  24．669  l0′586  55，15  55．435  99．4g  2－1．4g4  lD9－338  S4′366  54′97Z  4．46   
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表5【5－7 昭和10年国勢調査  

人口の増二宅（△は－引  

市町ヰ古  
女  女10D に付票  昭子こ5年  大王14年  大正9年L            日：；貢：5阜 宣∃3i：こ：生  巨1三】4年 三：；；：∋亭  白1三9阜 宣十＝日生   

広 島 県  ．804ノg柑  914，185  る9D′73  02．63  1．69Z．136  し61了．68ロ  l．54′905  lr2．7会0  了4′456  75．7了5   

広 島 市  310．‖含  158．24l  l引．877  104．19  27〔】′41了  Z38′65】  g4′055  39′7別  3】．了66  44．5g6   

呉  市  23．333  29′lDO  川2′Z33  lZ6．28  190．28Z  l朗．095  159．つ63  4し051  Z．【87  9，132   

尾 道 市  30，777  5ノ353  15′4Z4  98－54  29′0日4  Z7．740  Z6．466  l．693  し3d4  ．274   

福 山 市  5月一86  28．767  29．d19  97．78  54，397  49．542  44′397  3．789  4一日55  5．145   

安 芸 郡  l3，D18  56′266  56．了52  9g．4  」05．Sヨ6  104．3日8  102．29Z  6一】22  2′498  2．106   

戸 硯 材  】．248  684  644  g3．79  lノ20（〕  し172  l，柑3  48  Z8  ム 」l   
中 山 村  r．ZDO  574  626  9l．69  1．212  l．】99  l．】99  2  柑   
g  温 品 村  l′063  5ユ4  52∋  】0（】．95  ．D83  l．39  1′3ロ  ′一  2（）  ′． 56   

府 中 村  4．809  2，386  Z．4Z3  9邑．47  3′963  3′745  3′亨26  月46  28  Z10   

船 逸 町  4．6gZ  2′3g9  2．293  LO4，6Z  3，55  3．O9  2′883  ′了7  496  130   

海田市町  4．357  2′l0  2′Z47  93．gD  3′94L  3．719  3．608  46  Z2Z  皿   
奥海田樗  3，】5G  l，577  l′57g  9g．87  3．1Z  3′D3l  3．01S  44  邑l  16   
用 賀 村  し303  663  64D  03．5ヨ  l′290  【′53  し486  13  ． 2Z3  Z7   
中 野 村  3′165  1．564  】．60l  g7．69  3．217  3．2：I4  3ノ188  52  ∴ 17  46   

瀬 野 村  2，608  l，334  ト′274  】04．7l  2′622  2．562  Z．586  【4  60  24   

奉賀 繁 町  7．5】0  3．643  3．867  94．21  7－434  7′383  7．1D8  76  51  2了5   

日召 刺 村  3′045  ′539  し引】6  102．19  2′ウ77  3′O6  2ノ904  68  3≦事  l2   

矢 野 gr  6′33g  3，川5  3′234  96．Ol  6．13  5．957  5．498  Z26  【56  459   
牧  村  8．50d  4′】65  4′3ユg  95．99  7′780  7′5g7  6′934  724  lる3  

74  

124   

昔 戸 町  16′963  8．20：l  8－76ロ  9ユ．64  】6′ld8  15．665  15．40会  815  483  257   

倉橋島村  15′086  了．542  7．544  99．97  5．087  】4，60  14ノ05】   ロ  

D∴24g   

4  

2．32Z   

口
 
 

第
五
節
 
人
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順
位
を
み
る
と
、
熊
野
町
は
七
一
五
九
人
で
、
か
な
り
順
位
の
高
い
町
村
に
入
る
。
と
く
に
内
陸
で
は
も
っ
と
も
人
口
が
多
く
、
や
 
 

は
り
筆
作
り
な
ど
の
地
場
産
業
が
あ
っ
た
た
め
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

次
い
で
、
蓑
5
－
5
－
5
を
み
る
と
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
当
時
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
一
年
と
同
様
、
江
田
島
・
音
戸
・
倉
 
 

橋
島
の
第
一
グ
ル
ー
プ
に
次
ぐ
第
二
位
の
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

大
正
九
年
の
国
調
で
は
、
や
ほ
り
前
回
と
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
昭
和
五
年
、
十
年
当
時
の
人
口
で
、
表
5
 
 

1
5
7
に
よ
る
と
、
純
農
相
は
漸
次
、
人
口
が
減
っ
て
お
り
、
と
く
に
昭
和
五
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
は
、
恐
慌
も
は
さ
ん
で
、
 
 

都
市
近
郊
か
ら
離
れ
、
こ
れ
と
い
っ
た
地
場
産
業
も
な
い
村
々
ほ
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
沿
岸
部
で
も
倉
橋
・
蒲
刈
な
ど
は
、
人
 
 

口
が
減
り
、
純
農
村
で
都
市
化
の
影
響
の
未
だ
及
ん
で
い
な
い
中
山
・
温
晶
・
中
野
・
瀬
野
な
ど
も
、
人
口
が
減
っ
て
い
る
。
し
か
 
 

し
、
熊
野
町
は
、
人
口
が
減
っ
て
お
ら
ず
、
や
ほ
り
、
地
場
産
菜
で
あ
る
筆
作
り
が
、
地
域
振
興
に
、
貢
献
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

昭
和
十
五
年
に
な
る
と
、
府
中
・
船
越
・
海
田
町
な
ど
が
、
工
業
化
・
都
市
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、
人
口
が
か
な
り
増
加
し
、
近
 
 

郊
町
と
、
そ
れ
以
外
の
純
農
村
地
域
と
の
差
が
歴
然
と
し
て
く
る
。
 
 

熊
野
町
も
、
地
場
産
業
が
あ
る
と
は
い
え
、
純
農
村
的
性
格
を
も
ち
、
人
口
は
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な
い
。
 
 

年
齢
別
人
口
構
成
霊
る
と
、
蓑
5
よ
9
覧
る
よ
う
に
、
歪
九
年
国
調
で
ほ
、
一
四
歳
以
↑
の
若
年
人
口
が
二
 
 

推
移
 
 

七
二
四
人
、
一
五
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
が
三
一
九
一
人
、
六
〇
歳
以
上
が
六
四
五
人
で
あ
る
。
人
口
総
 
 
 

二
 
年
齢
別
人
口
構
成
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要  覧  表  
大正9年国勢調査広島県  

第
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代
 
 

15－16歳F1719歳120歳トー24歳L2卜39歳40－59歳1即歳以上  
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表5－5－9 市  町  村  

年  齢  

14歳以下ト5－59歳ち60歳以上    0歳  1－5歳  6－13歳い4歳   

広  島  県  564，104  827，145  150，656  24，924  95，844  151，541  14，841   

広  島  市  51，158  98，358  10，994  2，140  8，092  13，976  1，938   

呉  市  41，459  83，426  5，477  2，172  7，395  10，647  1，136   

尾  道  市  8，785  15，726  1，955  387  1，462  2，273  301   

福  山  市  9，100  18，403  2，265  383  1，383  2，433  264   

安  芸  郡  54，943  67，389  12，780  2，373  9，185  15，079  1，351   

1牛田村   802  1，121  215   34  125  230   24   
一坂                2戸 村  448  9  66  14  
3中山村  484   18  83   15  
4 矢 賀 村   361  438   83   67   96   6  

5 温 品 村   441  546  143   15   77  126   15  

6 府 中 村  1，355  1，785  386   43  227  384   47   
7 仁 保 村  4，881  5，805  1，302  193  76g  1，312  133   
8 船 越 村  1，155  1，479  249   63  206  299   35   
9 海田市町  1，339  1，917  352   64  219  350   28   
10 奥海田村  1，142  1，528  345   47  200  305   44   

11畑 賀 村   571  754  161   29   84  156   13   
12 中 野 村  1，234  1，575  379   62  205  354   24   
13 下瀬野村   530  700  166   25   97  147   12   
14 上瀬野村   448  604  138   21   75  129   8  

15 熊 野 町  2，724  3，191  645  113  437  767   66  

16 本 庄 村   811  935  199   38  148  205   23   
17 焼 山 村   578  746  183   20   85  178   16   
18 矢 野 町  2，276  2，683  539  105  429  627   44   
19 坂  村  2，959  3，187  788  120  498  839   64   
20 大 屋 村   627  769  156   2S  104  172   17   

21書 油 町  2，985  4，084  582  134  486  829   82   
22？工田島村  5，509  7，377  1，059  234  909  1，477  143   
23 警固毘町  4，188  6，452  472  227  784  1，083  114  24 音 戸 町  4 

，745 5，682   1，026  204  766 i，318   1i5  25 波子島村  1，690 1，851   414  71  269   483   30   
26 倉橋島村  6，219 6，453   1，379  263  1，026 1，731   140   
27 下蒲刈島村  2，570 2，663   607  104  439   687  35   
28 上蒲刈島村  1，871 ユ，897   529   78  305   529  44  

口
 
 

第
五
節
 
人
 
 



第
玉
章
 
近
 
 

79，675  

6，391  

3，110  

1，129  

1，305  

7，124  

5  

7
5
2
7
6
 
 

4
3
5
9
2
 
 

2
1
1
 
 
1
 
 

7
只
）
1
5
2
 
 

【
替
3
3
2
3
 
 

3
0
0
5
1
4
 
 

4
7
6
6
9
 
 

l
ワ
】
3
4
5
 
 

3
1
1
6
7
 
 

2
Q
U
8
4
7
 
 

9
7
1
4
7
 
 

0
9
4
3
亜
4
0
4
4
 
 

6
7
8
9
0
 
 

6
1
9
1
1
 
 

1
9
4
（
‖
∠
O
U
 
 

2
7
1
2
1
 
 

9
2
閏
3
6
㌘
1
9
 
3
3
3
．
4
3
 
 

9
 2

6
 

1
4
「
⊥
l
↓
⊥
 
 

5
5
7
3
5
 
 

5
2
4
1
0
 
 

2
0
0
1
2
2
 
 

〔
ハ
〉
9
9
1
0
 
 

3
3
∩
∠
つ
∪
3
 
 

5
5
0
0
7
1
 
 

7
9
1
7
6
 
 

1
5
1
1
1
 
 

3
3
1
2
3
 
（
U
9
】
9
R
〓
b
 
1
2
 
 
 
 
 
3
 
 

l
り
L
3
4
5
 
 

1
3
0
3
5
 
8
∩
V
9
6
3
 
 

2
 
 
 
 
3
 
 

9
2
9
1
9
 
4
4
4
3
2
 
1
3
1
1
0
U
 
 

ハ
B
2
6
2
5
 
 

5
∩
リ
5
4
5
 
 

1
 
 
 
 
 
∩
∠
 
 

8
7
8
5
7
 
 

1
2
 
 
 
 
6
 
 

0
5
1
2
（
D
 
 

7
2
ハ
h
U
5
2
 
 

6
7
〔
凸
9
（
U
 
 

l
 
l
 
l
1
2
 
 

2
6
4
3
5
 
9
象
U
1
7
8
 
 

3
4
 
 

5
5
3
1
2
 
 

0
0
9
Q
U
9
 
 

1
1
2
4
 
 

3
1
8
4
D
ロ
 
 

2
1
4
6
1
 
 

l
只
U
5
2
1
 
9
5
6
ハ
○
ハ
D
 
 

2
2
 
 

〔
凸
二
U
 
O
7
5
 
 

2
〔
J
7
0
7
 
 

2
1
6
9
1
 
 

八
U
 
l
（
U
2
9
 
7
6
4
4
5
 
 

2
2
 
 

1
2
3
4
5
 
2
2
2
2
2
 
 

5
1
7
9
n
U
 
4
6
5
5
0
 
 

3
5
2
5
2
 
 

4
5
7
2
3
 
 

1
9
q
U
 
D
O
4
 
 

4
6
つ
J
6
2
 
 

2
4
2
3
1
 
 

〔
0
3
只
）
1
4
 
 

1
7
q
）
7
2
 
 

4
8
5
5
ハ
0
 
 

3
5
3
．
4
1
 
 

〔
凸
4
2
4
4
 
 

5
〔
D
 
q
）
9
4
 
 

9
4
4
3
．
4
 
 

0
6
7
∩
〉
1
 
 

3
（
D
7
3
5
 
 

3
4
4
4
1
 
 

6
7
（
る
 
 

2
2
2
 
 

剖
創
「
矧
 
6
2
0
 
 

7
3
3
 
 

3
3
4
 
7
1
史
リ
 
 

0
0
4
2
 
 

9
（
U
3
 
 

∩
）
4
3
 
 
 

0
7
7
 
 

2
5
2
 
 

5
1
1
 
 

7
ウ
〕
O
U
 
 

n
）
7
2
 
 

6
6
5
 
 

笥
4
 
6
5
2
 
 

4
1
1
 
 

376  



数
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
み
る
と
、
四
一
・
五
％
、
四
八
二
ハ
％
、
九
・
八
％
で
あ
り
、
人
口
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
若
年
人
 
 

口
比
が
高
く
、
老
年
人
口
が
少
な
い
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
昭
和
六
十
年
の
熊
野
町
の
六
〇
歳
以
上
の
人
口
は
三
二
二
四
人
で
、
総
人
口
二
万
五
三
四
六
人
に
対
す
る
比
は
、
一
 
 

二
・
四
％
で
あ
る
。
 
 

安
芸
郡
平
均
と
比
較
す
る
と
大
正
九
年
で
は
、
一
四
歳
以
下
の
人
口
比
が
四
〇
・
七
％
、
鯖
野
町
は
や
や
多
く
、
 
 
 

他
と
の
比
較
 
 

純
農
村
的
性
格
が
部
下
で
も
よ
り
強
い
よ
う
で
あ
る
。
一
五
歳
～
五
九
歳
で
は
、
四
九
・
九
％
で
、
熊
野
町
は
や
 
 
 

や
少
な
い
。
ま
た
六
〇
歳
以
上
は
九
・
四
％
で
、
は
ば
同
数
に
近
い
。
 
 

口
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人  口  
大正14年国勢調査広島県  
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蓑5－5－10 年  齢  別  

第
五
節
 
人
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町 村 番 号  25－44歳ト5－59歳   60歳以上   

第
五
葦
 
近
 
 
 
代
 
 



第
五
節
 
人
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第
五
黄
 
近
 
 
 
代
 
 
 

さ
ら
に
、
こ
れ
を
佐
伯
郡
平
均
と
比
べ
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
四
歳
以
下
は
三
八
・
八
％
で
、
安
芸
郡
の
方
が
比
率
が
高
 
 

い
。
一
五
歳
～
五
九
歳
で
は
、
五
〇
・
七
％
で
、
僅
か
に
佐
伯
郡
の
方
が
高
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
数
値
で
あ
る
。
六
〇
歳
以
上
で
は
一
 
 

〇
・
五
％
で
、
佐
伯
郡
の
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
国
調
に
よ
る
年
齢
別
構
成
を
み
る
と
、
蓑
5
5
1
0
の
よ
う
で
あ
る
が
、
 
 
 

大
正
十
四
年
の
場
合
 
 

一
四
歳
以
下
の
人
口
が
二
七
二
四
人
、
一
五
歳
～
五
九
歳
が
三
五
四
六
人
、
六
〇
歳
以
上
が
五
七
一
人
で
 
 

あ
る
。
 
 

総
人
口
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
み
る
と
、
一
四
歳
以
下
の
人
口
の
総
人
口
に
対
す
る
比
率
は
、
三
九
・
八
％
で
、
大
正
九
年
 
 

当
時
よ
り
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
若
年
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
一
五
歳
～
五
九
歳
ほ
五
一
・
八
％
で
、
こ
れ
は
や
や
高
く
な
っ
て
い
 
 

る
。
六
〇
歳
以
上
は
八
二
ニ
％
で
低
く
な
っ
て
お
り
、
生
産
年
齢
人
口
が
増
加
し
、
寿
命
は
あ
ま
り
の
び
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

こ
れ
を
安
芸
郡
下
の
平
均
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
一
四
歳
以
下
の
人
口
比
は
三
九
・
九
％
で
、
熊
野
町
と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
で
あ
 
 

る
。
つ
ま
り
熊
野
町
は
安
芸
郡
の
平
均
的
値
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
五
歳
～
五
九
歳
は
、
五
一
二
二
％
で
、
こ
れ
も
同
値
 
 

に
近
い
。
六
〇
歳
以
上
は
八
・
八
％
で
、
熊
野
町
が
僅
か
に
低
い
。
 
 
 

さ
ら
に
、
広
島
県
平
均
と
比
較
す
る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
四
歳
以
下
の
人
口
比
ほ
三
六
・
六
％
で
、
熊
野
町
・
安
芸
郡
と
 
 

も
に
若
年
人
口
は
県
平
均
よ
り
多
い
。
一
五
歳
～
五
九
歳
で
は
、
五
四
二
二
％
で
、
熊
野
町
・
安
芸
郡
よ
り
も
人
口
が
多
い
。
六
〇
 
 

歳
以
上
で
は
九
二
％
で
、
こ
れ
も
熊
野
町
・
安
芸
郡
よ
り
高
く
、
長
寿
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
佐
伯
郡
の
平
均
と
比
較
す
る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
四
歳
以
下
の
人
口
比
は
三
八
・
四
％
で
、
熊
野
町
・
安
芸
郡
 
 

よ
り
低
い
。
こ
れ
は
大
正
九
年
当
時
と
同
じ
慣
向
で
あ
る
。
一
四
歳
～
五
九
茂
人
口
で
は
、
五
二
・
〇
％
で
、
熊
野
町
・
安
芸
那
よ
 
 

り
も
高
い
。
こ
れ
は
大
正
九
年
当
時
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
」
ハ
○
歳
以
上
で
は
、
九
二
ハ
％
で
、
ほ
ぼ
同
じ
か
熊
野
町
が
僅
か
に
高
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節
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の
、
総
人
口
に
対
す
る
比
は
、
三
八
二
二
％
で
、
大
正
十
四
年
当
時
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
一
五
～
五
九
歳
の
人
口
比
は
、
五
 
 

三
・
五
％
で
、
こ
れ
も
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
六
〇
歳
以
上
は
八
二
一
％
で
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
値
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
こ
れ
を
安
芸
郡
の
平
均
と
比
較
す
る
と
、
安
芸
郡
の
一
四
歳
以
下
の
人
口
は
四
万
二
二
五
三
人
、
一
五
歳
～
五
九
歳
人
 
 

口
は
、
五
万
四
八
〇
九
人
、
六
〇
歳
以
上
の
人
口
は
、
九
八
三
四
人
で
、
そ
の
比
率
ほ
、
三
九
・
五
％
、
五
一
二
二
％
、
九
二
一
％
 
 

で
あ
る
。
 
 

一
四
歳
以
下
の
人
口
比
は
安
芸
郡
平
均
の
方
が
高
く
、
一
五
～
五
九
歳
人
口
比
で
は
、
や
は
り
熊
野
町
の
方
が
高
い
。
六
〇
歳
以
 
 

上
で
は
安
芸
郡
の
方
が
高
く
、
熊
野
町
の
方
が
低
く
て
、
高
齢
者
が
少
し
少
な
い
。
 
 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
国
調
人
口
に
よ
る
年
齢
別
人
口
比
を
み
る
と
、
一
四
歳
以
下
の
若
年
人
口
が
二
七
 
 

の
総
人
口
に
対
す
る
比
率
ほ
、
三
六
・
八
％
、
五
六
・
〇
％
、
七
・
三
％
で
あ
る
。
昭
和
五
年
当
時
と
比
較
す
る
と
、
一
四
歳
以
下
 
 

の
若
年
人
口
比
は
や
や
下
っ
て
お
り
、
一
五
歳
～
五
九
歳
の
人
口
比
は
、
や
や
多
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
六
〇
歳
以
上
の
人
口
比
 
 

は
下
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
安
芸
郡
の
平
均
と
比
較
す
る
と
、
一
四
歳
以
下
が
四
万
三
九
五
二
人
、
一
五
歳
～
五
九
歳
が
五
万
八
四
 
 

〇
六
人
、
六
〇
歳
以
上
が
、
八
四
六
三
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
人
口
に
対
す
る
比
率
は
、
三
九
－
七
％
、
五
二
・
七
％
、
七
・
」
ハ
％
 
 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
四
歳
以
下
は
安
芸
郡
平
均
よ
り
低
く
、
一
五
歳
～
五
九
歳
人
口
比
で
は
、
安
芸
郡
平
均
よ
り
多
い
。
ま
 
 
 

節
五
章
 
近
 
 
 

い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

昭
和
五
年
の
場
合
 
 

昭
和
十
年
の
場
合
 
 

二
〇
人
、
一
五
歳
～
五
九
歳
の
生
産
年
齢
人
口
が
四
一
四
〇
人
、
六
〇
歳
以
上
が
五
三
八
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
 
 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
国
調
に
よ
る
年
齢
別
人
口
を
み
る
と
、
熊
野
町
の
そ
れ
は
、
一
四
歳
以
下
が
二
六
 
 

五
〇
人
、
一
五
歳
～
五
九
歳
が
、
三
六
九
六
人
、
六
〇
歳
以
上
が
五
六
五
人
で
あ
る
。
一
四
歳
以
下
の
人
口
 
 

代
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た
六
〇
歳
以
上
で
は
、
は
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
熊
野
町
の
方
が
僅
か
に
低
い
。
 
 

こ
れ
ら
を
総
じ
て
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
の
変
化
を
み
る
と
、
一
四
歳
以
下
の
若
年
人
口
の
比
率
は
漸
 
 
 

変
化
の
結
合
 
 

次
下
っ
て
お
り
、
逆
に
一
五
歳
～
五
九
歳
の
生
産
年
齢
人
口
比
は
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
〇
歳
以
上
の
人
口
 
 

比
は
漸
次
下
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
を
安
芸
郡
の
平
均
と
比
較
す
る
と
、
若
年
人
口
比
の
減
少
は
、
安
芸
郡
の
方
が
緩
慢
で
あ
り
、
生
産
年
齢
人
口
比
の
増
加
 
 

珊
∽
－
ふ
一
帖
 
個
襲
撃
＞
□
 
 

最
善
岩
音
回
避
蓋
掛
示
加
東
 
 

第
五
節
 
人
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表5－5－13 熊野町の年齢別人口構成比の変化  

第
五
孝
 
近
 
 

安芸郡総人口に対する比率（％）  

料
に
よ
る
と
、
熊
野
町
の
商
業
戸
数
は
、
本
業
が
八
五
、
副
業
が
一
 
 

一
五
戸
で
、
副
業
が
多
い
。
こ
れ
は
農
業
や
筆
製
造
な
ど
工
業
と
兼
 
 

ね
た
商
家
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

人
員
は
、
本
業
一
六
九
人
、
副
業
四
二
七
人
で
、
男
女
は
ほ
ぼ
同
 
 

数
で
あ
る
。
 
 
 

本
業
、
副
業
を
合
計
し
て
、
熊
野
町
は
、
安
芸
郡
下
で
も
、
商
業
 
 

戸
数
の
多
い
方
で
、
仁
保
二
首
戸
・
倉
橋
島
な
ど
に
次
い
で
二
〇
〇
 
 
 

も
、
安
芸
郡
の
方
が
緩
慢
で
あ
る
。
老
年
人
口
比
の
減
少
は
、
ほ
ぼ
 
 

同
数
で
あ
る
。
 
 
 

総
じ
て
若
年
人
口
比
の
減
少
は
、
出
生
率
の
低
下
を
意
味
し
て
い
 
 

る
か
も
知
れ
な
い
し
、
老
年
人
口
比
も
低
下
し
て
い
る
こ
と
は
、
平
 
 

均
寿
命
が
そ
れ
程
伸
び
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
 
 

な
い
。
 
 

大
正
六
年
の
場
合
 
 

三
 
産
業
別
（
職
業
別
）
人
口
 
 
 

産
業
別
（
職
業
別
）
人
口
の
資
料
は
な
か
な
か
 
 

得
が
た
い
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
資
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表5－5－14 商業家の戸数・人員  

（大正6年12月31日現在）  

第
五
節
 
人
 
 

「安芸郡報」第71号（大正7年6月25日発行）による  
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蓑5【5－15 工業家の戸数・人員職工  

（大正6年12月31日現在）  

第
正
章
 
近
 
 
 
代
 
 
 

「安芸郡報」第71号（大正7年6月25日発行）による  
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戸
あ
り
、
海
田
二
二
〇
戸
と
あ
ま
り
相
違
し
て
い
な
い
ロ
か
な
り
商
業
集
積
の
あ
っ
た
町
と
言
え
よ
う
。
人
員
の
方
は
、
海
田
市
の
 
 

約
半
数
で
、
零
細
な
個
人
商
店
が
多
く
、
海
田
が
郡
の
中
心
で
卸
売
問
屋
や
、
大
商
店
が
多
か
っ
た
の
と
、
対
照
的
で
あ
る
。
 
 
 

次
い
で
、
同
じ
大
正
六
年
の
工
業
に
つ
い
て
み
ょ
う
。
工
業
人
口
は
、
熊
野
町
が
筆
の
地
場
産
業
が
あ
る
た
め
、
二
＝
九
戸
と
 
 

圧
倒
的
に
多
く
、
か
も
じ
の
矢
野
町
も
五
〓
些
戸
と
か
な
り
多
い
。
倉
橋
島
村
も
か
な
り
多
い
。
本
業
と
副
業
で
は
、
本
業
三
一
五
 
 

戸
、
副
業
八
〇
〇
戸
と
、
副
業
が
多
く
、
家
内
■
内
職
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
男
女
別
人
口
に
も
現
わ
れ
 
 

て
お
り
、
本
業
男
三
二
八
人
、
女
四
〇
八
人
、
副
業
男
六
〇
〇
人
、
女
八
〇
〇
人
、
計
男
九
二
八
人
、
女
一
二
〇
八
人
と
女
性
の
方
 
 

が
多
い
。
こ
の
点
ほ
矢
野
の
か
も
じ
と
よ
く
額
似
し
て
い
る
。
 
 

七
・
〇
％
に
当
た
る
。
水
産
業
は
居
な
い
が
、
鉱
業
は
六
人
い
る
。
 
 
 

工
業
人
口
は
一
七
二
七
人
で
、
全
体
の
二
六
二
二
％
で
、
か
な
り
多
い
数
で
あ
る
。
次
い
で
商
業
人
口
は
、
六
六
四
人
で
、
全
体
 
 

の
一
〇
二
％
に
当
た
る
。
こ
の
ほ
か
交
通
業
は
三
五
人
で
、
全
体
の
一
・
九
考
公
務
自
由
業
は
一
六
四
人
で
、
全
体
の
二
・
 
 

五
％
で
あ
る
。
そ
の
他
の
有
業
人
口
は
八
〇
人
、
家
事
使
用
人
一
人
、
無
業
一
三
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
を
、
安
芸
郡
の
中
心
海
田
町
と
比
較
す
る
と
、
海
田
町
の
有
業
人
口
総
数
は
三
六
〇
八
人
で
、
そ
の
う
ち
農
業
人
口
は
、
九
 
 

六
七
人
、
全
体
の
二
六
・
八
％
で
あ
り
、
海
田
町
の
方
が
、
か
な
り
都
市
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

工
業
人
口
は
一
二
〇
五
人
で
、
全
体
の
三
三
・
四
％
と
な
り
、
こ
れ
も
か
な
り
高
い
。
絶
対
数
か
ら
み
れ
ば
熊
野
町
の
方
が
多
 
 

い
。
商
業
人
口
は
七
〇
九
人
で
、
全
体
の
一
九
壱
％
に
当
た
り
、
こ
れ
も
郡
商
業
の
中
心
と
し
て
か
な
り
比
率
も
高
く
、
絶
対
数
 
 

も
熊
野
町
よ
り
多
い
ロ
そ
の
他
交
通
業
は
二
一
八
人
で
、
全
体
の
六
・
〇
％
、
や
ほ
り
郡
の
中
心
と
し
て
か
な
り
比
率
も
高
く
、
絶
 
 

口
 
 

第
五
節
し
人
 
 

大
正
九
年
の
場
合
 
 

大
正
九
年
（
完
二
〇
）
の
国
調
に
よ
る
職
業
別
人
口
を
み
ょ
う
。
熊
野
町
の
有
美
人
口
総
数
は
本
業
三
〇
四
 
 

九
人
と
従
属
業
主
有
二
一
人
の
合
計
六
五
六
〇
人
で
、
こ
の
う
ち
農
業
人
口
は
三
七
三
六
人
で
、
全
体
の
五
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蓑5－5－17 職業大分炉人口  

昭和5年国勢調査  

第
五
節
 
人
 
 
 

対
数
も
、
熊
野
の
倍
近
く
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
公
務
自
由
業
は
二
三
一
人
あ
り
、
全
体
の
六
・
四
％
で
、
こ
れ
も
熊
野
町
の
 
 

倍
近
く
存
在
す
る
。
 
 
 

総
じ
て
熊
野
町
は
町
域
内
に
か
な
り
農
家
が
あ
り
、
そ
れ
を
除
く
と
撃
作
り
の
工
業
 
 

人
口
が
か
な
り
多
い
町
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

安
芸
郡
下
で
、
熊
野
町
の
よ
う
に
、
工
業
人
口
の
か
な
り
多
い
町
村
は
、
仁
保
村
や
 
 

船
越
村
、
海
田
市
町
、
奥
海
田
村
・
矢
野
町
な
ど
が
多
く
、
牛
田
村
二
戸
坂
村
・
中
山
 
 

村
・
矢
賀
村
な
ど
は
少
な
い
。
ま
た
本
庄
村
・
焼
山
村
な
ど
も
少
な
い
。
 
 
 

商
業
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
海
田
市
町
を
筆
頭
に
、
仁
保
村
・
矢
野
町
な
ど
が
 
 

多
い
。
 
 

郡
下
で
は
江
田
島
村
・
音
戸
町
・
倉
橋
島
村
に
次
い
で
多
い
。
内
訳
で
ほ
、
農
業
人
口
 
 

が
一
六
七
九
人
で
、
や
は
り
多
く
、
全
体
の
四
八
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

大
正
九
年
当
時
よ
り
は
減
少
し
て
い
る
が
、
無
職
人
口
が
多
い
た
め
、
比
率
が
減
じ
て
 
 

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
工
業
人
口
は
一
一
八
一
人
で
、
全
体
の
三
四
・
四
％
を
占
 
 

め
、
こ
れ
も
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
商
業
人
口
は
三
七
〇
人
で
、
全
体
の
一
〇
・
八
 
 

％
を
占
め
、
こ
れ
は
大
正
九
年
と
殆
ん
ど
同
値
で
あ
る
。
そ
の
他
公
務
自
由
業
九
三
 
 

昭
和
五
年
の
場
合
 
 

昭
和
五
年
（
一
九
≡
○
）
の
国
調
に
よ
る
職
業
人
口
を
み
る
と
、
 
 

有
業
人
口
の
総
数
は
、
熊
野
町
で
三
四
三
一
人
で
あ
り
、
安
芸
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第
五
黄
 
近
 
 
 
代
 
 

人
、
交
通
業
五
一
人
、
家
事
使
用
人
二
八
人
、
そ
の
他
二
五
人
な
ど
で
あ
る
。
熊
野
町
に
限
ら
ず
、
全
市
町
村
に
わ
た
っ
て
無
芸
の
 
 

人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
昭
和
の
大
恐
慌
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

ま
た
前
回
よ
り
も
、
海
田
市
町
と
の
各
職
業
人
口
数
の
差
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
船
越
・
海
田
・
坂
や
府
 
 

中
な
ど
は
、
公
務
自
由
業
、
交
通
業
、
さ
ら
に
工
業
・
商
業
な
ど
の
人
口
が
増
え
、
広
島
市
の
都
市
化
の
影
響
力
が
若
干
出
て
い
 
 

る
。
し
か
し
、
熊
野
町
に
ほ
未
だ
、
そ
う
し
た
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、
エ
業
機
能
の
は
か
に
、
若
干
の
商
業
機
能
の
集
積
が
認
め
ら
れ
 
 

る
。
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